
事後評価

減算ポイント
（１項目-２点で-10点まで）

・特記事項なし

合計 130 112 112 
※「評価」はＳ～Ｆの７段階（Cが標準）であり、換算率は、S=100%、A=90%、B=80%、C=70%、D=60%、E=40%、F=20%です。

３．評価に係る特記事項（その他評価すべき事項がある場合、５項目以内で記載）

加算ポイント
（１項目２点で10点まで）

・毎月発行の公民館だよりを中津川市H.Pの付知公民館に掲載するようにした。
・維持管理費を節減し、利用者要望を踏まえて各種修繕工事（トレ室温水ボイラー修繕、トレ室
渡り廊下屋根修繕等）を実施した。
・付知町文化協会の記念事業「清流の里付知川　薪能」の計画、準備を支援し、600名の集客が
あり盛大に開催することができた。
・第1回「森林をかけぬけろ付知サイクリング大会」を実行委員会と協働で実施し、119人の参加を
得た。

(6)事業の自己評価
公民館運営事業 30 S 30 S 30 

小計 30 30 30 

(5)地域の実情を踏まえた
運営

地域づくり事業 25 A 23 B 21 

小計 25 23 21 

(4)学校、家庭及び地域社
会との連携等

地域連携事業 15 S 15 S 15 

小計 15 15 15 

(3)奉仕活動・体験活動の
推進

ボランティア活動支援事業 10 D 6 B 8 

小計 10 6 8 

(2)地域の家庭教育支援
拠点としての機能の発揮

家庭教育事業 10 B 8 B 8 

小計 10 8 8 

２．公民館の状況

区分 評価根拠 配点 評価 得点 前回 前回

(1)地域の学習拠点として
の機能の発揮

公民館講座実施事業、地域団体等支援事業、読書推進事業 40 Ｃ 30 Ｃ 30 

小計 40 30 30 

中津川市公民館事業評価シート 中津川市付知公民館

１．評価の視点

　　　　　　　　　　　　　１）地域の学習拠点、家庭教育支援拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　２）奉仕活動・体験活動の推進拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　３）学校、家庭及び地域社会との連携等拠点としての機能の発揮

　　　　　　　　　　　　　４）地域の実情を踏まえた運営の実施

現 状 ・ 課 題

・付知公民館には現在社会教育主事が不在であるので、令和2年度に職員が資格を取得
する。
・市のH.Pの付知公民館から毎月発行の公民館だよりが閲覧できるようにした。広く市民に
情報提供できるように今以上に公民館、アートピア付知交芸プラザの情報を掲載していく。

実 施 事 業
（理想実現のための手
段 ）

・公民館を地域の人づくり・まちづくりの拠点として、地域住民の意向を把握し、地域、付知
町まちづくり協議会、各種団体と連携を図り一体となって地域づくりの様々な取り組みを行
い、一層の地域活性化を図る。


